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(1) 炉の定常運転中における 1 次系ナトリウム循環ループ内の放射性腐食生成物と核分裂生成物との
分布及び移行過程をしらべ， 60CO と山Cs とによる指示の有効性を示した。
(2) 二酸化ウラン溶融事故時のウランエヤロゾルと核分裂生成物の放出率の相関性を求めた。
(3) ナトリウムループ火災機構を明かにし， 137CS 及び 131 1 などの放出率との相関性を求めた。
(4) 事故時の格納容器内における燃料物質，ナトリウムなどのエヤロゾルの経時変化，放射性物質の
移行率などを明かにした。
以上のように本論文は，高速炉の安全性の評価に関して有用な成果をあげている。その業蹟は原子
力工学の発展に多大の貢献をもたらすものである。よって，本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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